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1 明
治
大
学
博
物
館
の

特
定
テ
ー
マ
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

名和コレクション   

譜代大名
内藤家文書

延岡城下家中屋敷割図【内3-23-11-35-5】

上：伝江戸町奉行所同心
　  捕者出役長十手
下：伝火付盗賊改方十手

2

精陶社資料 
　
２
０
１
５
〜
２
０
２
０
年
度
に
か
け

て
受
贈
し
た
１
７
６
点
の
陶
磁
資
料
。

１
９
３
０
〜
50
年
代
に
銀
座
七
丁
目
に

店
舗
を
構
え
た
精
陶
社
と
い
う
陶
磁
器

販
売
代
理
店
が
取
り
扱
っ
た
商
品
群
で

あ
る
。
櫛
高
台
の
付
い
た
染
付
の
鍋
島

焼
や
鍋
島
家
の
杏
葉
紋
を
窯
印
と
す

る
製
品
（
35
点
）、
第
十
二
代
酒
井
田

柿
右
衛
門
に
よ
る
染
錦
手
作
品
と
「
柿

右
衛
門
作
」
銘
の
食
器
類
（
30
点
）、

お
よ
び
佐
賀
・
長
崎
県
下
の
資
料
16

点
で
お
お
よ
そ
半
数
近
く
を
占
め
る
。

そ
れ
以
外
に
、
真
葛
香
山
窯
製
の
食

器
類
、
京
焼
、
美
濃
焼
な
ど
が
あ
り
、

近
年
盛
ん
に
な
っ
た
明
治
期
の
陶
磁
史

に
続
く
時
期
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な

素
材
と
な
り
得
る
資
料
群
で
あ
る
。 

　
こ
と
わ
ざ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
時
田
昌

瑞
氏
が
半
生
を
か
け
て
収
集
し
た
品
々
で
あ
る
。

２
０
０
８
・
２
０
０
９
の
両
年
度
に
受
贈
し
た

資
料
は
１
４
５
０
点
に
の
ぼ
り
、
こ
と
わ
ざ
カ

ル
タ
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ル
タ
類
と
、
こ
と
わ

ざ
を
図
像
表
現
し
た
絵
画
や
印
刷
物
、
立
体
と

し
て
表
現
し
た
彫
刻
、
こ
と
わ
ざ
の
図
像
を
意

匠
と
し
た
工
芸
品
・
生
活
資
料
等
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
こ
と
わ
ざ

が
口
承
や
テ
キ
ス
ト
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
図
像
と
し
て
非
常
に
豊
か
な
表

現
方
法
が
生
み
出
さ
れ
、
な
お
か
つ
人
々
の
生

活
空
間
の
隅
々
に
ま
で
沈
着
し
て
い
た
歴
史
を

看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

時田昌瑞ことわざコレクション  

　博
物
館
の
収
蔵
資
料
に
は
、
一
点
ず
つ
古
物
商
な
ど
か
ら
買
い
集
め
た
も
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
全
体
で
数
万
、
数

十
万
、
そ
れ
以
上
と
い
う
資
料
群
に
な
る
と
、
遺
跡
単
位
の
出
土
品
、
家
系
や
共
同
体
あ
る
い
は
法
人
の
資
産
と
し
て
伝
世

し
た
も
の
、
篤
志
家
・
好
事
家
の
蒐
集
品
、
学
術
研
究
の
過
程
で
収
集
・
採
集
さ
れ
た
資
料
や
標
本
な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
数

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括
で
受
贈
し
た
り
、
ま
た
有
償
譲
渡
を
受
け
た
り
と
い
う
経
緯
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
き
ま
す
。
当
館
の

45
万
点
を
超
え
る
収
蔵
資
料
も
ま
た
、
90
年
を
越
え
る
館
史
の
中
で
そ
う
し
た
動
向
の
下
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
特
集
で
は
館
蔵
の
主
要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
、
展
示
室
に
並
ん
だ
状
態
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
、
館
蔵
資
料
形
成

に
関
わ
る
来
歴
の
一
端
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

色絵紅葉文丼鉢
７代高橋道八（京焼） 

犬棒かるた
（1852年・嘉永5頃）
歌川國久･画 

染付桜御所車文皿（鍋島焼） 

染付陶彫
《獅子の子落とし》
1950～60年代頃
平戸焼  

寛永15年（1638）9月13日
江戸幕府老中連署奉書（きりしたん禁制のこと）
【内・増補（2）老中奉書1-29】

　
内
藤
家
は
、
三
河
時
代
か
ら
の
徳
川
家
の
譜
代

の
家
臣
で
、
上
総
国
佐
貫
な
ど
に
領
地
を
与
え
ら

れ
た
後
、
元
和
８
年
（
１
６
２
２
）
か
ら
陸
奥
国

磐
城
平
７
万
石
、
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
か
ら

日
向
国
延
岡
７
万
石
を
治
め
た
大
名
で
あ
る
。
内

藤
家
文
書
は
、
磐
城
平
藩
で
の
二
代
目
の
藩
主
と

な
る
内
藤
忠
興
以
降
、
近
代
ま
で
の
記
録
で
、
譜

代
大
名
家
の
記
録
と
し
て
は
残
り
が
よ
く
、
数
は

約
５
万
点
に
上
る
。 

　
忠
興
時
代
以
降
の
老
中
奉
書
を
始
め
と
す
る
幕

府
関
係
の
記
録
、
延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）
か
ら

始
ま
る
「
万
覚
書
」（
国
元
の
日
記
）
や
正
徳
２
年

（
１
７
１
２
）
か
ら
始
ま
る
「
万
覚
帳
」（
江
戸
の

日
記
）、
藩
領
域
の
絵
図
と
い
っ
た
藩
政
関
係
の
記

録
、
藩
士
の
履
歴
を
ま
と
め
た
「
由
緒
書
」
な
ど

家
臣
関
係
の
記
録
や
内
藤
家
の
家
に
か
か
わ
る
記

録
な
ど
、
内
藤
家
文
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

な
お
、
表
紙
の
人
物
は
、
忠
興
の
祖
父
内
藤
家
長
。 

　
時
代
考
証
家
の
故
名
和
弓
雄
氏
が
収
集
し
た
捕
者
道
具
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
。
刺
又
、
突
棒
、
袖
搦
な
ど
の
捕
者
三
道
具
や

十
手
、
捕
縛
時
な
ど
に
使
わ
れ
る
縄
や
呼
子
笛
、
鎖
鎌
や
寄

棒
な
ど
全
体
で
2
5
0
点
ほ
ど
。
十
手
は
29
点
あ
り
、
伝
火

付
盗
賊
改
方
十
手
や
伝
世
田
谷
代
官
大
場
弥
十
郎
所
用
十
手

な
ど
、
使
用
者
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
華
や
か
な
十
手
も
伝
わ
っ

て
い
る
。
伝
江
戸
町
奉
行
所
同
心
捕
者
出
役
長
十
手
や
伝
関

東
取
締
出
役
鉄
製
銀
流
し
十
手
（
表
紙
写
真
）
な
ど
は
常
設

展
示
室
で
展
示
中
。  

し
ゅ
う 

し
ゅ
う

う
か
が

そ
め 

つ
け

く
し 

こ
う 

だ
い

ま  

く
ず 

こ
う 

ざ
ん

さ
す 

ま
た

そ
で 

が
ら
み

つ
く 

ぼ
う

よ
り

ぼ
う

とき　　   　た　　  　まさ　 　　 みず

ぎ
ょ
う 

よ
う

952025
長方形

952025
長方形



考古

6 　『
古
瓦
を
追
っ
て
|
相

模
国
分
寺
、
千
代
台
廃
寺

考
|
』
な
ど
の
著
書
で
知

ら
れ
る
瓦
研
究
者
の
前
場

幸
治
氏
か
ら
２
０
１
０
年

に
寄
贈
さ
れ
た
、
総
数
１

万
点
に
お
よ
ぶ
国
内
屈
指

の
内
容
を
も
つ
瓦
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
か
つ
て
前

場
工
務
店
代
表
取
締
役
を

務
め
、
親
子
三
代
に
わ
た

る
大
工
・
棟
梁
で
も
あ
っ
た
前
場
氏
が
約

40
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
資
料
は
、①
日

本
国
内
の
古
代
（
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
）
の

瓦
、②
日
本
国
内
の
中
世
〜
近
現
代
の
瓦
、

③
中
国
・
朝
鮮
な
ど
ア
ジ
ア
の
瓦
（
古
代

〜
現
代
）、④
現
代
の
瓦
製
作
の
道
具
及
び

屋
根
材
な
ど
か
ら
な
り
、
特
に
①
と
②
は

日
本
の
瓦
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
充
実
し
た
内
容
を
誇
っ
て
い
る
。 

　
特
筆
さ
れ
る
の
は
文
字
が
刻
ま
れ
た
稀

少
な
「
記
銘
瓦
」
の
一
群
で
、
こ
の
う
ち
神

奈
川
県
千
代
廃
寺
の
「
大
伴
五
十
戸
」 

銘

軒
丸
瓦
は
、
古
代
の
地
方
行
政
単
位
で
あ

る
「
里
」
に
相
当
す
る
「
五
十
戸
」
の
文

字
が
記
さ
れ
て
い
る
国
内
で
２
例
目
の
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
内
で

瓦
が
導
入
さ
れ
た
飛
鳥
時
代

の
資
料
や
、
平
城
京
・
東
大

寺
、
全
国
の
国
分
寺
の
瓦
な

ど
が
あ
る
。
中
世
以
降
で
は
、

表
面
に
金
箔
が
施
さ
れ
て
い

た
痕
跡
が
残
る
豊
臣
時
代
の

大
坂
城
の
五
三
桐
文
軒
丸
瓦

や
、
小
田
原
城
攻
め
で
築
か

れ
た
一
夜
城
で
あ
る
石
垣
山

城
の
一
括
資
料
、
瓦
職
人
の

技
術
の
粋
が
込
め
ら
れ
た
近

現
代
の
鬼
瓦
群
が
あ
る
。 

　
①
原
始
・
古
代
日
本
と
の
比
較
研
究
を
目

的
と
し
て
収
集
し
た
古
代
中
国
の
鏡
、②
古
墳

時
代
の
日
本
の
鏡
、③
平
安
〜
江
戸
時
代
の
日

本
の
鏡
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
総
数
約
90
面

に
の
ぼ
る
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。①
は
、

戦
国
期
か
ら
唐
代
（
約
２
４
０
０
〜
１
０
０

０
年
前
）
に
か
け
て
の
も
の
で
、
日
本
の
弥
生

時
代
の
墓
か
ら
出
土
す
る
草
葉
文
鏡
・
異
体
字
銘
帯
鏡
・
内

行
花
文
（
連
弧
文
）
鏡
・
方
格
規
矩
鏡
や
、
古
墳
か
ら
出
土

す
る
夔
鳳
鏡
・
画
文
帯
神
獣
鏡
な
ど
漢
代
・
三
国
代
の
鏡
が

充
実
し
て
い
る
ほ
か
、
壁
画
で
有
名
な
奈
良
県
高
松
塚
古
墳

や
正
倉
院
宝
物
で
知
ら
れ
る
海
獣
葡
萄
鏡
な
ど
も
あ
る
。
鏡

は
墓
・
古
墳
の
年
代
や
被
葬
者
の
性
格
を
知
る
上
で
重
要
な

副
葬
品
で
あ
り
、
貴
重
な
比
較
研
究
の
資
料
で
あ
る
。②
で
は
、

２
面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
特
筆
さ
れ
る
。
同
鏡
は
大
き
く
２

種
に
分
類
さ
れ
、
古
段
階
の
も
の
は
中
国
製
、
新
段
階
の
も

の
は
日
本
列
島
製
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
図
像
が
鮮
明
で

厚
手
の
伝
京
都
府
物
集
女
出
土
資
料
は
前
者
、
図
像
が
不
鮮

明
で
薄
手
の
出
土
地
不
明
資
料
は
後
者
の
好
例
で
あ
る
。③
は

江
戸
期
に
大
量
生
産
さ
れ
た
柄
鏡
が
多
く
、
家
紋
の
ほ
か
松

竹
や
鶴
・
亀
・
洲
浜
が
加
わ
っ
た
蓬
莱
文
、
夫
婦
円
満
を
示

す
「
高
砂
」
の
文
字
な
ど
縁
起

の
良
い
デ
ザ
イ
ン
が
配
さ
れ
て
お

り
、
嫁
入
り
道
具
な
ど
に
使
わ

れ
た
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。 

5鏡コレクション

前場幸治瓦コレクション

「高砂」
文字入
蓬莱文柄鏡 

千代廃寺軒丸瓦の「大伴五十戸」銘
（文字部分を加工。清地良太氏撮影）

三角縁神獣鏡
（伝京都府物集女）

五三桐文軒丸瓦（伝大坂城） 

そ
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　企画展「東国の古墳文化の実像を求めて
｜大塚初重と明大考古学｜」を開催

NEWS 01

　
昨
年
7
月
に
逝
去
さ
れ
た
、
元
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
長
・
明
治
大
学
名
誉
教

授
で
あ
る
大
塚
初
重
氏
の
古
墳
研
究
と
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
の
歩
み
を
振
り
返

る
企
画
展
を
5
月
27
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
論
文
の
草
稿
や

土
器
の
実
測
器
具
と
い
っ
た
氏
の
遺
品
の
ほ

か
、
登
呂
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
明
大
考
古

学
黎
明
期
の
関
係
資
料
、
千
葉
県
能
満
寺

古
墳
な
ど
大
塚
氏
が
手
掛
け
た
発
掘
調
査

遺
跡
の
出
土
資
料
、
明
治
大
学
考
古
学
博

物
館
や
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
に

お
い
て
生
涯
教
育
に
尽
力
し
た
姿
を
紹
介
し

ま
し
た
。
壁
画
が
描
か
れ
た
茨
城
県
虎
塚
古

墳
の
石
室
の
実
物
大
模
型
や
映
像
コ
ー
ナ
ー

で
流
さ
れ
た
1
9
9
7
年
の
最
終
講
義
な
ど

も
好
評
を
博
し
、
8
5
２
５
名
に
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
が「
大
塚
先
生
」

を
偲
び
、
あ
る
い
は
新
た
に
知
っ
て
い
た
だ

く
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
大
学
博
物
館
と
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の
協
定
事

業
の
一
環
と
し
て
、
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
に
お
い
て
当
館

所
蔵
資
料
を
、
当
館
に
お
い
て
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
所

蔵
資
料
を
紹
介
す
る
展
示
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

南山大学人類学博物館との交流事業NEWS 02

● 

会
期
　10
月
17
日（
火
）

〜
11
月
25
日（
土
）

　
今
回
の
交
換
展
で
は
、2
0

0
8
年
度
に
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
よ
り
移
管
さ
れ
た
故
今
泉

隆
平
氏
収
集
の
オ
セ
ア
ニ
ア

民
族
造
形
を
通
し
て
、学
術
と

芸
術
の
境
界
を
考
え
ま
す
。

オ
セ
ア
ニ
ア
の
民
族
造
形

―
故
今
泉
隆
平
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョン
か
ら
―

明
治
大
学
博
物
館

常
設
展
示
室（
商
品
部
門
）会
場

＠東京
● 

会
期
　10
月
17
日（
火
）〜
11
月
25
日（
土
）

　
内
藤
家
の
当
主
の
花
押
や
花
押
型
、
蔵
書
印
に

加
え
、
秀
吉
の
朱
印
状
、
家
康
時
代
の
駒
曳
朱

印
が
押
さ
れ
た
伝
馬
手
形
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
会
場

花
押
・
印
章 

―
内
藤
家
文
書
を
中
心
に
―

＠名古屋

サメ漁具

茨城県虎塚古墳の石室の実物大模型

お
お 

つ
か 

は
つ 

し
げ



◆考古部門
資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

杉田遺跡の土器 72号、海沼真澄2019
「杉田遺跡の土器」

亀ヶ岡式土器（亀ヶ岡遺跡） 67号、海沼真澄2016
「縄文時代晩期の亀ヶ岡式土器」

中広形銅矛

54号、忽那敬三・山路直充2010
「前場幸治コレクション」

「大伴五十戸」銘
単弁蓮華文軒丸瓦（千代廃寺）

五三桐文軒丸瓦（伝大坂城）

大黒天の鬼瓦（和歌山県）

単弁蓮華文軒丸瓦（海会寺）

68号、森本尚子2017
「前場幸治瓦コレクション　
飛鳥時代の瓦②」

複弁蓮華文軒丸瓦（本薬師寺）

偏行唐草文軒平瓦（藤原宮）

均整唐草文軒平瓦（大官大寺）

複弁蓮華文軒丸瓦（平城宮） 55号、森本尚子2010
「平城宮の軒丸瓦」複弁蓮華文軒丸瓦（平城宮）

「水」文 鬼瓦 76号、遠藤瞳子2021
「水の文字の鬼瓦」

チャンカイ文化の土器（ペルー） 53号、田口 慎2009
「ペルーの土器～チャンカイ文化～」

◆商品部門
資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

二風谷アットゥㇱ
テーブルセンター（絵入り）

53号、米村 創2009
「樹木の皮で作られた織物」

二風谷アットゥㇱ
テーブルセンター（刺繍品）

二風谷アットゥㇱ
テーブルセンター（無地）

高岡漆器　勇助塗　銘々皿
44号、吉田賢治2006
「高岡漆器」

高岡漆器　彫刻塗　色紙箱

知覧傘提灯 78号、林田真由子2022
「知覧傘提灯」

尾張七宝
紅白梅文飾皿工程見本

73号、林田真由子2019
「製造工程見本」

資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

会津張子「赤べこ」

51号、稲葉久実2008
「赤物玩具」

井波彫刻「獅子頭」

鹿児島神宮信仰玩具　鯛車

中野土人形「鯛乗り恵比寿」

三春張子　達磨

埋木細工「鷹」 70号、林田真由子2018
「仙台埋木細工」埋木細工　端書入

瀬戸ノベルティ
「古代少女ロマン」オルゴール 65号、海塚有理2015

「陶磁器人形瀬戸ノベルティ」
瀬戸ノベルティ　「農夫」

松川だるま 37号、織田 潤2004「松川だるま」

◆刑事部門
資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

東叡山文珠楼焼討之図 71号、勝見知世2018
「浮世絵と錦絵～当館所蔵の錦絵から～」

乍恐以書付奉願上候
69号、高野美佳2017
「「乍恐以書付奉願上候」
－帳外の息子とその父の一件－」

里見八犬伝之内芳流
閣之図

39号、高野弘之2005
「錦絵『里見八犬伝之内芳流閣之図』」

資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

口演写　騒立人要求書 77号、勝見知世2021
「幕末期の浪人・無宿人たち」

甲州北山筋西八幡村御検地
水帳

50号、佐藤賢一2008
「貞享元年（1684）8月　甲州北
山筋西八幡村御検地水帳」

裁許留
57号、小野孝太郎2011
「江戸時代の裁判記録からみえて
くる村の暮らし　裁許留」

資料名　 掲載（ミュージアム・アイズ）

ネアンデルタール人の幼児
化石人骨（レプリカ）（シリア）

46号、佐藤紘子2006
「デデリエ洞窟出土ネアンデルター
ル人の幼児化石人骨レプリカ」

青銅製鼎（中国） 43号、佐藤剛大2006 「青銅鼎」

肥前産京焼風陶器
（明治大学記念館前遺跡）

68号、岡地智子2017「記念館前
遺跡出土の肥前産『京焼風陶器』」

泥面子
（明治大学記念館前遺跡）

49号、田口 慎2007
「明治大学記念館前出土　泥面子」

神子柴型石斧
（茨城県鹿島郡造谷）

40号、飯田茂雄2005
「神子柴型石斧」

ミニチュア土器（雨滝遺跡） 60号、古豊裕次朗2013
「雨滝遺跡のミニチュア土器」

シャチ（サカマタ）の歯
（貝柄塚貝塚）

79号、南雲 茜2022
「シャチと縄文人のつながり」

「高砂」銘　蓬莱紋柄鏡
66号、伊藤友香子2016
「高砂文字入蓬莱柄鏡からみる
和鏡の意匠」

青銅金銀緑松石象嵌帯鉤
（中国）

74号、川嶋陶子2020
「古代中国の帯鉤」

赤像式スキュフォス（酒杯）
（ギリシア） 63号、土谷あゆみ2014

「古代ギリシア陶器黒像式エグザレ
イプトロンと赤像式スキュフォス」黒像式エグザレイプトロン

（香油・芳香薬入れ）（ギリシア）

商
品
部
門
　
展
示
風
景

考
古
部
門
　
展
示
風
景

刑
事
部
門
　
展
示
風
景

　
こ
の
展
覧
会
の
出
展
品
は
、
当
館

の
広
報
誌
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
イ
ズ
』

に
収
録
さ
れ
た
「
収
蔵
室
か
ら
」
と

い
う
連
載
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

館
蔵
資
料
の
数
々
だ
っ
た
。
資
料
全

体
（
２
０
２
３
年
３
月
31
日
時
点
で

45
万
１
２
０
０
点
）
か
ら
す
れ
ば
、

実
際
に
展
示
室
で
見
ら
れ
る
の
は
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
点
数
（
現
在
は
約

２
千
点
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
連
載

は
、
普
段
は
収
蔵
室
に
あ
っ
て
公
開

さ
れ
て
い
な
い
が
、
注
目
に
値
す
る

館
蔵
資
料
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
は
じ
ま
っ
た
。展
示
ケ
ー

ス
内
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配
置
し
て
、

ウ
ェ
ブ
公
開
し
て
い
る
36
号
（
２
０

０
４
年
６
月
）
以
降
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
閲
覧
を
促
す
こ
と
も
ね
ら
い

と
し
た
。

　
こ
れ
は
博
物
館
に
全
般
的
な
傾
向

だ
ろ
う
が
、
体
系
立
っ
た
シ
ナ
リ
オ

に
沿
っ
て
構
成
さ
れ
る
常
設
展
示
の

中
に
は
、
ど
う
し
て
も
組
み
込
み
難

い
資
料
は
多
数
存
在
し
、
企
画
展
な

ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
も
こ
ぼ
れ
落

ち
る
資
料
が
あ
る
。そ
の
意
味
で
は
、

そ
う
し
た
死
蔵
品
に
な
り
か
ね
な
い

資
料
を
公
開
す
る
機
会
を
今
後
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
展
示

資
料
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
記
事
の

執
筆
者
個
々
の
問
題
関
心
に
基
づ
く

選
択
ゆ
え
に
バ
ラ
バ
ラ
な
印
象
を
ま

ぬ
か
れ
な
か
っ
た
が
、
反
面
、
当
館

の
収
蔵
資
料
体
系
が
実
に
多
様
性
に

富
ん
で
い
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
期
:２
０
２
3
年
1
月
28
日（
土
）〜
3
月
11
日（
土
）    

主
催
:明
治
大
学
博
物
館

収
蔵
庫
の
と
っ
て
お
き
　
館
蔵
品
展
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、企
画
と
し
て

何
か
新
味
を
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、資
料
実

物
の
展
示
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
情
報
発
信
を
組
み
合

わ
せ
た
展
覧
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

2015年～

2023年
（64～最新号）

2004年～

2014年
（36～63号）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
イ
ズ

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
か
ら
！

あ
た
い

知
ら
れ
ざ
る
逸
品
の
数
々



ブ
ル
景
気
の
下
で
は
、
金
蒔
絵
・
沈
金
と
い
っ
た
加
飾
に
よ
る
高

級
品
が
動
い
た
が
、
そ
の
後
は
一
転
し
て
低
調
と
な
っ
た
。
代
わ
っ

て
、
天
然
漆
を
塗
っ
た
質
感
を
生
か
し
て
の
普
段
使
い
の
器
が
、

愛
好
家
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
さ
れ
る
動
向
が
出
た
。
こ
の
実

用
に
重
き
を
置
い
た
商
品
開
発
は
、
当
然
な
が
ら
現
代
的
な
生
活

ス
タ
イ
ル
を
意
識
す
る
も
の
と
な
り
、
古
式
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離

れ
る
傾
向
も
あ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
特
別
展「
漆
器
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
―
漆
器
の
過
去
・
現
在
・
未
来
―
」で
も
、
輪
島
塗（
石

川
県
）、
山
中
漆
器（
同
）、
川
連
漆
器（
秋
田
県
）に
お
け
る
動
向

に
注
目
し
た
。
そ
の
後
、
商
品
部
門
の
調
査
研
究
は
陶
磁
器
に
軸

足
が
移
り
、
２
０
１
７
年
１
月
に
鯖
江
市
河
和
田
地
区
を
訪
れ
る

ま
で
に
は
、
し
ば
ら
く
の
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
て
い
た
。

カ
ラ
フ
ル
な
漆
器
の
衝
撃

　
本
格
的
に
河
和
田
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｗ
と
い
う
工
芸
イ
ベ
ン
ト
を
視
察
し
た
２
０
１
８
年
１０
月
か
ら
と

な
る
。
こ
の
時
、
産
地
の
中
で
最
も
先
端
的
な
部
分
に
触
れ
て
衝

撃
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
産
地
の
動
向
を
粗
々
調
べ
る

と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
じ
よ
う
な
動
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

看
取
で
き
た
。

　
傍
目
に
も
よ
く
わ
か
る
変
化
は
コ
ー
ラ
ル
ブ
ル
ー
、
オ
レ
ン
ジ
、

ピ
ン
ク
と
い
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
色
漆
が
目
立
っ
た
点
で
あ
る
。
漆

器
の
色
は
黒
か
朱
が
縄
文
時
代
以
来
の
定
番
で
あ
る
。
緑
や
ベ
ー

　
２
０
１
６
年
以
来
、コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
み
、大
学
創
立
者
出
身

地
自
治
体
と
の
社
会
連
携
と
い
う
趣
旨
に
沿
う
べ
く
、商
品
部
門

で
は
そ
れ
ら
を
産
地
と
す
る
伝
統
的
工
芸
品
資
料
の
充
実
に
努
め

た
。矢
代
操
の
出
身
地
福
井
県
鯖
江
市
は
経
済
産
業
大
臣
指
定
の

伝
統
的
工
芸
品（
略
称
:伝
産
品
）「
越
前
漆
器
」の
産
地
で
あ
る
。

　
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
９
０
年
代
初
め
に
か
け
て
の
バ

ジ
ュ（
白
漆
と
称
さ
れ
る
）は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
漆
絵
を
表
現

す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
程
度
で
、
丸
ご
と
塗
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
動
向
を
牽
引
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続
く
老
舗

の
製
造
販
売
元
、
株
式
会
社
漆
琳
堂
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
転
換
の

契
機
と
な
っ
た
ａ
ｉ
ｓ
ｏ
ｍ
ｏ 

ｃ
ｏ
ｓ
ｏ
ｍ
ｏ
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
は
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
丸
若
裕
俊
氏
と
の
提
携
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
コ
ッ
プ
（
湯
呑
み
）
に
は
じ
ま
る
。
２
０
１
０
年

の
株
式
会
社
中
川
政
七
商
店
が
主
催
す
る
見
本
市
へ
の
参
加
が
販

路
拡
大
の
契
機
と
な
り
、
椀
類
を
中
心
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
を
立
ち

上
げ
た
。
斬
新
な
色
使
い
に
対
す
る
周
囲
の
懸
念
を
よ
そ
に
好
調

な
売
れ
行
き
を
見
せ
、
鯖
江
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も

な
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
売
り
上

げ
は
堅
調
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
伸
張
を
支
え
て
い
た
。

　
ま
た
、
先
に
輪
島
や
川
連
で
注
目
し
た
、
必
ず
し
も
昔
な
が
ら

の
形
状
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
機
能
本
位
の
デ
ザ
イ
ン
が
な

さ
れ
る
傾
向
も
当
然
な
が
ら
顕
著
で
、
こ
の
こ
と
は
ユ
ー
ザ
ー
が

純
然
た
る
和
食
の
食
膳
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
層
ば
か
り
で
は
な
く
、

全
く
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
人
々
に
拡
が
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

合
成
漆
器
への
再
評
価

　
河
和
田
地
区
の
漆
器
製
造
は
、
産
業
と
し
て
の
規
模
拡
大
が

後
発
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
庭
用
ギ
フ
ト
食
器
の
市
場
に
入
れ

aisomo cosomoの後継として、現在、漆琳堂が展開しているRIN&CO.シリーズ。good design company代表の水野学氏がブランディング
デザインを担当しており、現代の伝産業界ではこうした外部人材との提携が顕著となってきている。   株式会社漆琳堂公式サイトから 福井県鯖江市河和田地区の遠景

外
山
　徹 

（
商
品
部
門
学
芸
員
）

揺
ら
ぐ「
伝
統
」の
定
義

越
前
漆
器（
福
井
県
）発
の
革
新

ず
、
そ
の
た
め
、
飲
食
店
・
旅
館
の
業
務
用
に
活
路
を
見
出
し
た
。

現
在
で
は
、
伝
産
品
を
継
承
し
つ
つ
、
業
務
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食

器
の
産
地
と
し
て
も
独
自
の
地
歩
を
固
め
て
い
る
。
家
庭
用
・
業

務
用
を
問
わ
ず
、
現
在
、
汁
椀
と
し
て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
は
代
用
漆
器
あ
る
い
は
合
成
漆
器
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
素
地
に
ウ
レ
タ
ン
塗
装
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
か
、
あ
る

い
は
オ
ガ
屑
を
合
成
樹
脂
で
固
め
て
成
形
し
た
木
粉
樹
脂
の
器
胎

を
用
い
る
も
の（
木
合
）も
あ
る
。
当
初
は
旺
盛
な
需
要
に
供
給
が

追
い
付
か
な
い
た
め
、
量
産
の
効
く
代
用
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た

合
成
漆
器
は
、
価
格
が
低
廉
化
す
る
と
と
も
に
漆
器
を
ま
ね
た
も

の
、
ま
が
い
も
の
と
い
う
見
方
と
な
り
、
ま
た
、
実
際
に
塗
膜
の

剥
落
な
ど
耐
久
性
も
低
く
、
粗
悪
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
木
粉
樹
脂
の
器
胎
に
は
当
然
ウ

レ
タ
ン
塗
装
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
河
和
田
で
は

木
粉
樹
脂
に
天
然
漆
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
こ
と
に
意
外
の
感
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
天
然
木
地
で
は
加
工
の
し
に
く
い
、
あ
る

い
は
で
き
な
い
形
状
を
実
現
す
る
素
材
と
し
て
木
粉
樹
脂
を
積
極

的
に
位
置
付
け
る
姿
勢
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
合
成
漆
器
を
安
価

な
代
用
品
と
し
て
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
食
器
と
し
て

捉
え
返
し
て
い
る
わ
け
で
、
複
雑
な
成
形
を
可
能
と
す
る
技
術
は
、

元
来
、
合
成
漆
器
に
よ
る
業
務
用
食
器
を
多
く
生
産
し
て
き
た

河
和
田
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
き
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、

樹
脂
の
品
質
改
良
や
塗
装
技
術
の
向
上
は
め
ざ
ま
し
く
、
も
は
や

粗
悪
品
と
い
う
印
象
で
は
な
い
。

　
主
要
な
漆
器
産
地
が
、
実
際
に
は
生
産
高
の
多
く
を
合
成
漆

器
に
負
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
伝
産
品
を
礼
賛
す
る
ば
か

り
で
は
産
業
と
し
て
の
実
態
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

和
食
器
文
化
の
継
承
と
い
う
点
で
合
成
漆
器
の
果
た
し
て
い
る
役

割
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
合
成
漆
器
は
伝
統
的
工
芸
品（
伝

産
品
）の
指
定
要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
、
小
売
り
の
現
場
で
は

「
越
前
塗
」な
ど
の
表
示
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
河
和
田
を
訪
れ
て

印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、伝
産
品
そ
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
周
辺
か
ら
優
れ
た
製
造
技
術
が
派
生
し
、
高
品
質
な
モ
ノ

【
参
考
】

漆
琳
堂
公
式
サ
イ
ト  https://shitsurindo.com

/

さ
ば
え
の
仕
事
図
鑑 【
漆
琳
堂-vol:3/5

】 

ア
ー
ト
、工
芸
、デ
ザ
イ
ン
３
つ
の
領
域
へ
。漆
琳
堂
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
。  https://sabae-job.jp/shitsurindo3/

（
い
ず
れ
も
２
０
２
３
年
９
月
22
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

作
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
昔
な
が
ら
の
伝
産
品
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の「
産
地
」と
い
う
母
体
を
維
持
す
る
上
で
は
、

最
高
峰
に
位
置
す
る
伝
産
品
の
み
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
裾
野
部
分
を
堅
実
に
固
め
る
商
品
に
正
当
な
評
価
を
与
え
、

現
実
に
即
し
た
産
業
と
し
て
の
持
続
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
景
気
停
滞
と
経
営
者
の
世
代
交
代
が
重
な
る
中
、
生
き
残

り
を
か
け
た
新
た
な
商
品
開
発
の
模
索
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
だ
。

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
追
求
は
、

必
然
的
に
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
強
く
意
識
す
る
も
の
と
な

り
、
結
果
と
し
て
三
〇
〜
四
〇
代
と
い
う
、
従
来
は
伝
統
工
芸
の

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
な
か
っ
た
世
代
の
関
心
を
集
め

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
て

来
年
で
半
世
紀
。
我
が
国
に
お
け
る「
伝
統
」の
概
念
を
規
定
し
て

き
た「
西
欧
近
代
化
」が
始
ま
っ
て
か
ら
１
世
紀
半
が
過
ぎ
た
。
近

代
と
い
う
時
代
に
お
け
る
物
事
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
れ

ば
、
前
近
代
に
お
け
る
時
間
経
過
と
対
比
し
て
１
５
０
年
は
決
し

て
短
い
年
月
で
は
な
い
。
そ
の
１
５
０
年
を
含
め
て
工
芸
品
の
歴

史
と
す
れ
ば
、「
伝
統
」と
い
う
定
義
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
る
。

き
ん
ま
き 

え
　  

ち
ん
き
ん

か
わ 

つ
ら

も
く
ご
う

も
く
ふ
ん

か   

わ   

だ

と  

ま
く

は
く 

ら
く



「
御
腰
物
帳
」と
鈴
木
加
賀
守
貞
則

矢
口

　結
菜

・飯田一雄2016 『日本刀工 刀銘大鑑』淡交社
・久保恭子監修2014 『図解 日本の刀剣』東京美術
・辻本直男補注2023 『図説 刀剣名物帳〈縮刷版〉』雄山閣
・西口正隆2021「近世大名家における刀剣管理と記録作成―常陸国土浦藩
土屋家を事例に―」『国文学研究資料館紀要　アーカイブズ研究篇』第17号
・深井雅海2018 『刀剣と格付け　徳川将軍家と名工たち』吉川弘文館
・明治大学刑事博物館編2003 『明治大学刑事博物館資料　第18集　明治
大学所蔵「内藤家文書」の世界』明治大学刑事博物館

藤
家
文
書
の
中
に
は
、「
御
腰
物
帳
」と
呼
ば
れ
る
刀
剣
を

管
理
す
る
た
め
の
台
帳
が
宝
永
７
年（
１
７
１
０
）※1
、
明

和
５
年（
１
７
６
８
）※2
、
文
化
15
年（
１
８
１
８
）※3
の
３
点
存
在
す

る
。
こ
の「
御
腰
物
帳
」に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？ 

最
初
に
書
か
れ
た
宝
永
７
年
の「
御
腰
物
帳
」を
見
て
い

こ
う
。
こ
の
資
料
は
、
現
在
国
宝
に
な
っ
て
い
る
短
刀
の
包
丁
正
宗

か
ら
記
載
が
始
ま
り
、
古
刀
や
新
刀
な
ど
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
１
７

２
口
の
刀
剣
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
こ
こ
で
写
真
１
※4

を
用
い
な
が
ら
、
主
な
記
載
内
容
を
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
、①
に
は
刀
剣
の
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
。②
で
は

そ
の
刀
剣
の
銘
が
記
さ
れ
、③
に
は
刀
身
の
長
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
写
真
に
は
な
い
が
、
刀
剣
に
よ
っ
て
は
代
金
や
折
紙
※5

に
つ

い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。④
に
は
数
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。⑤
で
は
目
貫
や
縁
な
ど
の
拵
に
つ
い
て
細
か
く
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、⑥
の
よ
う
に
通
し
番
号
や
刀
剣
の
出
入
り
な
ど
の
加

筆
も
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、②
の
銘
に
注
目
し
て
い
く
と
、
鈴
木
加
賀
守
貞
則
な

る
人
物
に
よ
り
、「
鈴
木
加
賀
守
」・「
加
賀
守
貞
則
」・「
鈴
木
貞
則
」な

ど
と
銘
を
切
ら
れ
た
刀
剣
が
10
口
登
場
す
る
。
鈴
木
加
賀
守
貞
則

は
、
磐
城
平
藩
時
代
の
内
藤
家
お
抱
え
の
刀
工
で
あ
っ
た
。

　
鈴
木
の
こ
と
は
、「
万
覚
帳
」※6
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

享
保
４
年（
１
７
１
９
）11
月
、
８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
か
ら
命
を
受
け

た
老
中
久
世
重
之
が
、
大
名
家
に
対
し
領
内
に
住
む
刀
工
の
調
査
を

す
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。
こ
の
返
答
の
書
付
が
、同
資
料
の
同
月
20

日
条
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
磐
城
平
藩
に
住
む
刀
工
と
し

て「
奥
州
磐
城
平
城
下
　
鈴
木
加
賀
守
貞
則
」と「
奥
州
磐
城
平
城
下

　
根
本
八
三
郎
国
虎
」の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。『
日
本
刀
工 

刀
銘
大

鑑
』※7
で
は
鈴
木
に
つ
い
て
、
宝
永
７
年
３
月
に
、
幕
命
で
朝
鮮
国
王

へ
贈
る
薙
刀
を
初
代
国
虎
と
共
に
選
ば
れ
、
鍛
え
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
実
際
「
万
覚
帳
」
に
記
さ
れ
た
幕
府
へ
の
返
答
の
中
に
も
、

朝
鮮
へ
送
る
薙
刀
を
作
る
よ
う
命
令
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
、
今
も

作
刀
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
※8

。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
内
藤
家
は
幕
命
を
受
け
る
ほ
ど
の
良
工
を

抱
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
実
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
多
く
の
人
々
の
努
力
で
内
藤
家
文
書
が
今
日
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

※1  「御腰物帳」内藤家文書2-3-15。（明治大学博物館蔵）
※2  「御腰物帳」内藤家文書2-3-41。（明治大学博物館蔵）
※3  「御腰物帳」内藤家文書2-3-87。（明治大学博物館蔵）
※4  註1前掲資料より。写真内の数字は執筆者が付け足した。
※5  刀剣の鑑定書の事。
※6  「万覚帳」内藤家文書1-7-7。（明治大学博物館蔵）
※7  飯田一雄2016『日本刀工 刀銘大鑑』淡交社。
※8  ただし「万覚帳」では、その年号を「正徳年中」（1711～1716）としている。

※1  小野山節は５脚以上を雲珠、４脚を辻金具と定義した（1977）。
※2  平安初期の禁中の年中儀式や制度などが記されている。

大
室
古
墳
群
第
１
９
５
号
墳
出
土  

無
脚
雲
珠

南
雲

　茜

は
日
本
列
島
に
元
々
生
息
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
5

世
紀
頃
に
朝
鮮
半
島
の
人
々
が
連
れ
て
き
た
の
が
始
ま
り

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中
世
や
近
世
で
は
農
耕
や
運
搬
の
面
に
お
い

て
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
身
近
な
存
在
だ
っ
た
一
方
で
、
古
墳
時
代

で
は
馬
を
様
々
な
馬
具
で
飾
り
、
権
力
者
が
そ
れ
に
乗
る
こ
と
で
権

力
の
大
き
さ
を
示
し
た
。

　
馬
を
扱
う
た
め
の
手
綱
や
鞍
の
ほ
か
に
、
飾
る
た
め
の
馬
具（
杏

葉
・
辻
金
具
な
ど
）が
副
葬
品
と
し
て
古
墳
の
埋
葬
施
設
か
ら
み
つ

か
っ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
長
野
県
大
室
古
墳
群
第
1
9
5
号
墳

出
土
の「
無
脚
雲
珠
」も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る（
写
真
1
）。

　
大
室
古
墳
群
は
、
5
〜
8
世
紀
に
か
け
て
全
長
10
〜
30
m
程
度
の

小
規
模
な
古
墳
が
約
5
0
0
基
築
造
さ
れ
た
大
型
の
群
集
墳
で
あ

る
。
明
治
大
学
で
は
1
9
5
0
年
代
に
後
藤
守
一
教
授
が
調
査
を
行

い
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
大
塚
初
重
教
授
ら
が
再

調
査
を
行
っ
た
。

　
雲
珠
は
、
馬
の
尻
に
か
け
る
ベ
ル
ト
の
交
差
部
分
を
固
定
す
る
金

具
で
あ
る
。
ベ
ル
ト
を
固
定
す
る
た
め
の
突
起
部
分（
脚
）が
あ
る
も

の
は
有
脚
雲
珠
と
呼
ば
れ
て
い
る
※1

。
し
か
し
、
当
館
が
所
蔵
す
る

無
脚
雲
珠
は
脚
が
な
い
。
こ
の
資
料
で
確
認
は
で
き
な
い
が
、
ベ
ル

ト
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
無
脚
雲
珠
が
ほ
か
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ
て
い

る
た
め
、
有
脚
の
雲
珠
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
雲
珠
は
鉄
地
金
銅
張（
一
部
鍍
金
が
残
る
）で
10
個
の
鋲
が
等

間
隔
に
配
置
さ
れ
、
直
径
約
6
セ
ン
チ
と
小
型
で
、
蓮
華
文
が
鉢
の

頂
部
に
直
接
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る（
図
１
）。

　
群
馬
県
少
林
山
台
遺
跡
12
号
墳
で
も
文
様
が
似
た
無
脚
雲
珠
が

出
土
し
て
い
る
。
馬
具
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
馬
が
日
本
列
島
に
導
入

さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
と
考
え
ら
れ
る
が
、
無
脚
雲
珠
が
初
め
て

登
場
し
た
の
は
6
世
紀
前
半
と
少
し
遅
れ
て
い
る
。
雲
珠
の
大
き
さ

は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
大
き
く
な
り
6
世
紀
後
半
を
境
に
ま
た
小

型
に
な
る
。
加
え
て
文
様
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
簡
略
化
さ
れ
て

い
く
。
こ
れ
に
照
ら
し
て
、
こ
の
無
脚
雲
珠
は
6
世
紀
末
か
ら
７
世

紀
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
大
室
古
墳
群
の
出
土
遺
物
は
須
恵
器
・
玉
類
・
土
師
器
な
ど
多

く
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
馬
具
や
馬
の
歯
、
馬
形
土
製
品
と
い
っ
た

馬
に
関
連
す
る
資
料
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

　
こ
れ
は『
延
喜
式
』※2
の
信
濃
十
六
牧
の
ひ
と
つ「
大
室
牧
」の
起
源

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
馬
や
馬
具
の
生
産
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
1
9
5
号
墳
で
3
点
の
無
脚
雲
珠
が
出
土
し
た
が
、
本
資
料

を
除
く
2
点
に
文
様
は
見
ら
れ
な
い
。
仮
に
1
頭
分
で
あ
れ
ば
文
様

が
あ
る
も
の
を
中
心
と
な
る
箇
所
に
、
な
い
も
の
は
そ
の
周
辺
に
飾
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
大
室
古
墳
群
で
無
脚
雲
珠

を
含
む
装
飾
目
的
の
馬
具
の
出
土
数
は
少
な
く
、
こ
の
被
葬
者
は
古

墳
群
の
中
で
も
上
位
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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↑写真2「万覚帳」（内藤家文書1-7-7）

写真1「御腰物帳」（内藤家文書2-3-15）→
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↑写真1（上）：大室古墳群第195号墳出土　無脚雲珠

↑図1（左）：無脚雲珠実測図　大塚初重・小林三郎監修、佐々木
憲一ほか（編）2015『信濃大室積石塚古墳群の研究Ⅳ―大室
谷支群ムジナゴーロ単位支群の調査―報告篇』p.140より転載
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ポストカード・クリアファイル

平日　10:00～17:00（入館は16:30まで）
土曜　10:00～16:00（入館は15:30まで）

平日　10:00～16:30
土曜　10:00～16:00

日曜・祝日・11月1日・1月17日
冬季休業（12月26日～1月7日）　

無料
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812023年

●図書室はどなたでもご利用いただけます。
●ご利用は蔵書の閲覧・コピーのみとなります。

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

（
時
田
昌
瑞
こ
と
わ
ざ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン)

図
像
化
さ
れ
た
こ
と
わ
ざ
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

故・大塚初重
名誉教授の

〒101-8301  東京都千代田区神田駿河台1-1  明治大学アカデミーコモン地階
【TEL】03-3296-4448　【HP】https://www.meiji.ac.jp/museum/
2023年10月13日発行　【印刷】株式会社サンヨー　【第81号製作スタッフ】島田和高・外山徹・竹内理来・戸部瑛理

おうちミュージアム

先
生
の
味
わ
い
深
い
ス
ケ
ッ
チ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※写真はイメージです

入荷しました！
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￥100

￥100 絵が
コミカルで◎




